






中 　山 　弘 　明
　岡本太郎生誕百年とやらで、大変なＴＡＲＯブームである。生













東京南部の下丸子は、長く中小の町工場の隣接する地域として知られたが、五〇年代、そこには無数 サークルが存在し、それらが『詩集下丸子』 、 『下丸子通信』 、 『南部文学通信』などのガリ版刷り「サークル誌」を刊行してい 事実が 近年明らかになってきた。その発掘を中核的に進めた鳥羽が、 河出ブッ ス」という簡便な形でまとめ のが本 である。
　収められた論は、最近のものから九〇年代に書かれたものまで
幅広い。新書の体裁はとりつつも、そこ 秘められた起爆力はなまなかのものでは い。本書に掲げられた図版の数々は、氏が地道に収集した に他 らず、また「あとがき」に記された多くの協力者の名前を見ても、筆者が様々の研究会で切磋琢磨し、また当時の証言者 ら聞き取りを重ねた、まさに人と物との出会いの産物であることが、その価値を重 もの している。その意味でもタイムリーな本書の刊行を喜び い。
　さて、本書はそうした「何重もの忘却にさらされた」五〇年代













の先端に歩み出ていく安部が、当時下丸子でオルグし、ルポルタージュリアリズムの可能性を様々に模索していた事実からも、それは推し量れよう。 「記録」は単に事実を写し取る手段ではなく、現実に鋭く切り込 、それを通じて「自己」を刷新する行為であった。とりわけ松川事件や八海事件のフレームアップと「闘争」の経緯の中 、鳥羽はそうした「記録」のアクチュアリティーを見出している。また 五〇年代の「記録」のもう一つの特質は、サークル運動に端的に現れている に が個人の営みを大きく超えた輻輳的な行為であった点にあるだろう。サークルの中で「書 」ということは まさに集団的創作に他ならない。 「うたごえ運動」への言及も るが、評者は、これを「読む」行為へと広げていく可能性をも感じるもの る。評者が高校生 時代（七〇年代末）
の都立高校には、未だ様々な読書会・輪読会が放課








存在するが、それはまた多くのものを隠蔽してきた。その第一が共産党問題であろう。五〇年のコミンフォルム批判によって主流派と国際派に分裂した党をめぐって、熾烈な党内抗争が展開された。ゲリラ闘争と六全協をめぐる混乱は 未だに政治史の闇としてその内実には不透明な要素が多い。新日本文学会から離脱した江馬修、藤森成吉らが雑誌『人民文学』を創刊したことはよく知られているが、その実態についても判然とせぬところが多かった。 鳥羽が資料的な面か 、 それに一石を投じ のが「 『人民文学』総目次」
（ 『言語文化研究 　徳島大学総合科学部』二〇〇五・二）
である。
これによって『人民文学』が、イデオロギーを超えたところで様々な当時のサークル誌を紹介・統括する媒体であっ 事実が浮かび上がってき その意義はやはり大きい。 しかしこうした『人民文学』の再評価、ひいては縷説してきた近年の「戦後民衆精神史」を、 「 『民衆』なるもの 物神崇拝」として難ず 絓秀実『吉本隆明の時代』
（作品社 　二〇〇八・一一）
の指摘は、やはり重いと
言わざるを得ぬだろう。絓は 『真空地帯』を批判しつつ大西巨人が用いた「俗情との結託」という言葉を利用しながら、 「 『党』が指導を放棄したがゆえに、 『人民文学』系地域サークル運動自立的で素晴らしかったという近年のカルチュラル・スタディーズの主張は、今日の後退局面における左派の自己合理化である」（一一二頁）
と厳しく指弾している。それは「 『党』の問題」の本








ている。これは 最近のプロ文再評価とも関わり、やはり抜き差しならぬ指摘と言えるだろう。その意味でも、五〇年代だけを切り離 て事後 評価を加えるのは危険である。やはりこれは、三〇年代の「社会主義リアリズム」に端を発し、六〇年代の高度成長へと貫流する大きな流れとして検討していく必要性がある ではないか。その点で、本書はやや微視的でスタティックな印象受けるし、その割にはダム、基地、炭鉱、裁判といっ 巨大 問題が、あまりにも並列的に取り上げら 掘り下げの点でも充分でないものを感じる 「民衆物神崇拝」と言うなら、それが六〇年代の「大衆」とどのように接続するのかも見極めたいと ろだ。何よりも警戒せねばならぬのは、このところの「昭和」をめぐるノスタルジックなムードであ 意味でも五〇年代の何が忘却され、その要因は何であったか、サークルの限界も含めて検討する余地はまだまだ大きい。
　ブームはさておいて、岡本太郎の骨太な生き様を改めて想起し
ておきたい。そ はやはり魅力に満ちている。ＣＭで踊る彼は、前衛時代から果たして「変節」したのだろうか。いずれ せよ、本書が切り開いた地平は、戦後史の再検証に繋がる極めて重い意義を秘めていると言えるだろう。（二〇一〇年一二月三〇日 　河出書房新社刊 　四六判 　二二二頁 　一三〇〇円）
